
紫外線透過率

金属膜
（Low-E)

数値が小さいほど多く
の紫外線をカットする。

2

日射吸収率

室外側再放射

日射熱がガラス自体に
吸収される割合。吸収
された熱は室外側と室
内側に再放射される。

1

可視光透過率
可視光線が透過でき
る割合。数値が大き
いほど明るく見える。

7

日射反射率

太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー

ガラス窓に侵入した日
射熱を反射する割合。

3

日射透過率
日射熱が室内側に
透過する割合。

5
4

26%

20%

72%

24%

1.3W/㎡k

100
%

12%

6

+

=

日射取得率
ガラス窓に侵入した日射熱が
室内に流入する割合（数値が
小さいほど熱の流入量が少な
く、室内が暑くなりにくい）。

室内側再放射

32% 44%

56%

熱貫流率
熱の伝わりやすさを表
した値。数値が小さい
ほど断熱性能が高い。
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※1 Low-Eとは、Low-Emissivity（低放射）という意味です。

住まいの性能は、誇るためのものではありません。

真に快適な暮らしを実現するためにあるのです。

大切なのは、数値を単純に高めることではなく、

快適のための性能をバランス良く考える発想です。

Good Balance of Technology

Good Balance of Technology

Good Balance of Technology

Good Balance of Technology

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
は
創
業
当

初
か
ら
基
本
性
能
は
そ
の
ま
ま
に
、熟

成
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
進
化
を
続
け

て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
２
０
０
６

年
の
L
o
w
‒‒E
ガ
ラ
ス
の
標
準
採
用

で
す
。

　

L
o
w
‒‒E
ガ
ラ
ス
と
は
、
ガ
ラ
ス

の
表
面
に
非
常
に
薄
い
金
属
膜
を

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
で
熱
を
伝

達
し
に
く
く
し
、
遮
熱
性
能
と
断
熱

性
能
を
高
め
た
ガ
ラ
ス
の
こ
と
で
す
。

日
射
に
よ
る
赤
外
線
・
紫
外
線
を
反

射
す
る
効
果
と
、
暖
房
に
よ
る
遠
赤

外
線
を
室
内
側
に
反
射
す
る
性
能
を

備
え
て
い
ま
す
。

スウェーデンハウス
Low-E 3層ガラスの性能

床面積１㎡あたりのエネルギー消費量の比較
（単位：MJメガジュール）

　

ひ
と
く
ち
に
L
o
w
‒‒
E
ガ
ラ
ス

窓
と
言
っ
て
も
、
２
つ
の
タ
イ
プ
が

あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
室
外
側
に

L
o
w
‒‒E
ガ
ラ
ス
を
使
っ
た
窓
。
こ

れ
は
夏
を
よ
り
重
視
し
た
「
遮
熱
」
タ

イ
プ
で
、外
か
ら
の
熱
を
室
内
に
伝
え

に
く
く
し
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
室

内
側
に
L
o
w
‒‒
E
ガ
ラ
ス
を
使
っ

た
窓
。
こ
れ
は
冬
を
よ
り
重
視
し
た

「
断
熱
」
タ
イ
プ
で
、
室
内
の
熱
を
外

に
逃
げ
に
く
く
し
ま
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
ハ
ウ
ス
で
は
、「
断
熱
」
タ
イ
プ
の

L
o
w
‒‒E
ガ
ラ
ス
窓
を
採
用
し
て
い

ま
す
。

　
「
遮
熱
」
よ
り
「
断
熱
」
を
重
視
し

て
い
る
理
由
。
そ
れ
は
夏
に
消
費
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
よ
り
も
冬
に
消
費
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
方
が
多
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

下
の
グ
ラ
フ
は
、
住
ま
い
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
を
月
毎
に
表
し
た
も

の
で
す
。一
般
的
に
夏
よ
り
も
冬
の
方

が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
多
い
こ

と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

夏
も
冬
も
、

イ
ー
窓
の
話
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
は
、
冷
暖

房
と
給
湯
が
大
き
く
作
用
し
ま
す
。

夏
に
冷
房
で
35
℃
を
28
℃
ま
で
下
げ

る
と
、
温
度
差
は
7
℃
。
一
方
で
冬

に
暖
房
で
５
℃
を
20
℃
ま
で
上
げ
る

と
温
度
差
は
15
℃
。
冬
の
方
が
多
く

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
ね
。
さ
ら
に
冬
は
外

気
温
と
共
に
水
温
も
下
が
り
ま
す
の

で
、
給
湯
に
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
増

え
ま
す
。

　

一
年
中
気
持
ち
の
良
い
居
住
空
間

を
実
現
す
る
た
め
に
。
熱
の
出
入
り

を
抑
え
る
高
性
能
な
窓
は
必
要
不
可

欠
で
す
。熱
を
伝
え
に
く
い
木
製
サ
ッ

シ
に
三
層
ガ
ラ
ス
を
組
み
合
わ
せ
た

窓
は
、
相
乗
効
果
に
よ
り
高
い
性
能

を
発
揮
し
、
L
o
w
‒‒E
ガ
ラ
ス
を
使

窓
の
断
熱
性
能
を

高
め
る
ガ
ラ
ス

高
性
能
な
窓
が
支
え
る

心
地
良
く
エ
コ
な
住
ま
い

※
1

用
す
る
こ
と
で
そ
の
性
能
は
さ
ら
に

向
上
し
ま
す
。
上
の
グ
ラ
フ
で
わ
か
る

よ
う
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
は
一

年
を
通
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が

抑
え
ら
れ
、特
に
ピ
ー
ク
に
達
す
る
１

月
に
お
い
て
は
、
そ
の
効
果
は
明
ら
か

で
す
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
の
高
い
気

密
・
断
熱
性
能
と
、
こ
の
窓
と
の
グ
ッ

ド
バ
ラ
ン
ス
が
快
適
な
暮
ら
し
を
支

え
て
い
ま
す
。

木
製
サ
ッ
シ

3
層
ガ
ラ
ス
窓

4

※2一般戸建住宅の標準消費エネルギー量は、日本建築学会発行『日本におけるエネルギー消費』（2006年）より引用しています。

※
2

冬
に
増
え
る
住
ま
い
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費


